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(百万円未満切捨て)

１．平成24年３月期第３四半期の連結業績（平成23年４月１日～平成23年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期第３四半期 1,511 △9.5 △41 ― △76 ― △81 ―
23年３月期第３四半期 1,670 14.9 △140 ― △171 ― △191 ―

(注) 包括利益 24年３月期第３四半期 △107百万円( ―％) 23年３月期第３四半期 △214百万円( ―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年３月期第３四半期 △18.82 ―
23年３月期第３四半期 △43.92 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年３月期第３四半期 4,273 1,030 24.1 236.61
23年３月期 4,002 1,137 28.4 261.22

(参考) 自己資本 24年３月期第３四半期 1,030百万円 23年３月期 1,137百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

24年３月期 ― 0.00 ―

24年３月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成24年３月期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,180 19.2 75 ― 35 ― 24 ― 5.51

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



  

   
  

   

   

   

   

   

   
  

 

   

 

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   （連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年３月期３Ｑ 4,495,000株 23年３月期 4,495,000株

② 期末自己株式数 24年３月期３Ｑ 141,718株 23年３月期 141,718株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年３月期３Ｑ 4,353,282株 23年３月期３Ｑ 4,353,282株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中であります。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信(添付資料2ページ)「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による景気の停滞から緩やかに回復

の兆しを見せる一方で、欧州の金融不安、円高及び株安等依然として先行きの不透明な状況が続いてお

ります。 

このような状況のもと、当社グループにおきましては、お客様第一主義に徹し、積極的な営業活動を

展開しましたが、自動二輪車等部品事業におきましては、国内における受注が低調であったこと、工作

機械事業におきましては、工作機械専用機の販売が伸び悩んだこと等により、売上高は15億1千1百万円

(前年同期比9.5％減)となりました。利益面につきましては、生産コストの削減、製造、管理部門にお

ける経費削減、業務の効率化等を行いましたが、受注が低調であったことにより、営業損失4千1百万円

(前年同期は営業損失1億4千万円)、経常損失7千6百万円(前年同期は経常損失1億7千1百万円)、四半期

純損失8千1百万円(前年同期は四半期純損失1億9千1百万円)となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における総資産は42億7千3百万円となり、前連結会計年度末と比較して

2億7千1百万円の増加となりました。 

 資産の部では、流動資産は23億8百万円となり前連結会計年度末と比較して1億6千万円の増加となり

ました。これは主に、仕掛品及び未収入金の増加等が受取手形及び売掛金の減少等を上回ったことによ

るものです。 

 固定資産は、19億6千5百万円となり前連結会計年度末と比較して1億1千1百万円の増加となりまし

た。これは主に、有形固定資産の増加等によるものです。 

 負債の部では、流動負債は24億6千8百万円となり前連結会計年度末と比較して1億3千8百万円の増加

となりました。これは主に、前受金及び短期借入金の増加等が支払手形及び買掛金の減少等を上回った

ことによるものです。 

 固定負債は、7億7千4百万円となり前連結会計年度末と比較して2億3千9百万円の増加となりました。

これは主に、長期借入金の増加によるものです。 

 純資産の部では、純資産合計は10億3千万円となり、前連結会計年度末と比較して1億6百万円の減少

となりました。これは主に、利益剰余金の減少によるものです。 

 自己資本比率は、前連結会計年度末の28.4％から24.1％となりました。 

  

平成24年3月期の業績予想につきましては、平成23年5月13日に公表いたしました数値から変更はありま

せん。 
  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

- 2 -

㈱ヤマザキ（6147）平成24年3月期　第3四半期決算短信



該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。 

  

当社グループは、世界的な景気の急激な悪化により、自動二輪車等部品及び工作機械の受注が大幅に減少

し、前々連結会計年度及び前連結会計年度と2期連続して営業損失・経常損失・当期純損失・マイナスの営

業キャッシュ・フローを計上しております。さらに、当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成

23年12月31日）におきましても、営業損失4千1百万円、経常損失7千6百万円、四半期純損失8千1百万円を計

上しております。 

 これらの状況により、前連結会計年度に引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる状況が存在し

ております。 

 当社グループは、現在、当該状況を解消又は改善すべく、様々な施策に取り組んでおります。 

 詳細につきましては、「４．四半期連結財務諸表 （３）継続企業の前提に関する注記」をご参照くださ

い。 

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,080,190 1,121,971

受取手形及び売掛金 773,319 454,305

製品 42,076 30,891

仕掛品 133,121 412,518

原材料及び貯蔵品 102,829 104,523

その他 16,806 184,264

貸倒引当金 △100 －

流動資産合計 2,148,244 2,308,475

固定資産   

有形固定資産   

土地 786,595 786,595

その他（純額） 469,555 574,214

有形固定資産合計 1,256,150 1,360,810

無形固定資産 17,992 15,866

投資その他の資産   

その他 618,638 627,166

貸倒引当金 △38,500 △38,437

投資その他の資産合計 580,138 588,728

固定資産合計 1,854,281 1,965,405

資産合計 4,002,525 4,273,880

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 272,950 200,120

短期借入金 1,892,069 2,020,841

未払法人税等 7,971 4,675

賞与引当金 37,667 12,429

その他 119,547 230,823

流動負債合計 2,330,207 2,468,890

固定負債   

長期借入金 171,108 431,962

退職給付引当金 290,936 285,215

その他 73,107 57,452

固定負債合計 535,151 774,631

負債合計 2,865,359 3,243,521
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 958,400 958,400

資本剰余金 828,006 828,006

利益剰余金 △458,513 △540,440

自己株式 △85,038 △85,038

株主資本合計 1,242,854 1,160,927

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 8,625 3,908

為替換算調整勘定 △114,313 △134,825

その他の包括利益累計額合計 △105,688 △130,917

新株予約権 － 348

純資産合計 1,137,165 1,030,359

負債純資産合計 4,002,525 4,273,880
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 1,670,283 1,511,822

売上原価 1,415,583 1,188,993

売上総利益 254,700 322,829

販売費及び一般管理費   

役員報酬 89,269 80,071

給料及び手当 114,639 112,893

賞与引当金繰入額 3,312 3,431

退職給付費用 8,562 3,251

貸倒引当金繰入額 2,250 －

その他 176,916 165,082

販売費及び一般管理費合計 394,950 364,730

営業損失（△） △140,250 △41,901

営業外収益   

受取利息 3,331 2,082

受取配当金 1,998 1,402

助成金収入 14,318 10,312

その他 9,977 6,407

営業外収益合計 29,625 20,205

営業外費用   

支払利息 23,284 25,916

為替差損 31,773 22,216

その他 6,075 6,344

営業外費用合計 61,133 54,477

経常損失（△） △171,758 △76,173

特別利益   

固定資産売却益 988 1,082

特別利益合計 988 1,082

特別損失   

固定資産売却損 703 13

固定資産除却損 785 855

減損損失 6,130 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 9,493 －

特別損失合計 17,111 868

税金等調整前四半期純損失（△） △187,881 △75,958

法人税、住民税及び事業税 3,854 3,852

法人税等調整額 △531 2,115

法人税等合計 3,322 5,967

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △191,204 △81,926

四半期純損失（△） △191,204 △81,926

- 6 -

㈱ヤマザキ（6147）平成24年3月期　第3四半期決算短信



 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △191,204 △81,926

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,864 △4,716

為替換算調整勘定 △20,527 △20,512

その他の包括利益合計 △23,392 △25,228

四半期包括利益 △214,596 △107,155

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △214,596 △107,155

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日) 

 当社グループは、世界的な景気の急激な悪化により、自動二輪車等部品及び工作機械の受注が大幅に

減少し、前々連結会計年度及び前連結会計年度と2期連続して営業損失・経常損失・当期純損失を計上

しております。さらに、当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年12月31日）におきま

しても、営業損失41,901千円、経常損失76,173千円、四半期純損失81,926千円を計上しております。 

 これらの状況により、前連結会計年度に引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる状況が存

在しております。 

 当社は、現在、当該状況を解消又は改善すべく、様々な施策に取り組んでおります。 

  

①役員報酬及び管理職給与の減額 

 当第３四半期連結累計期間に引き続き月額報酬の15％～30％の減額を実施してまいります。 

②人員削減等の合理化 

(a) 前連結会計年度までに希望退職者を募集し、26名の人員削減を実施しております。また、定年及

び中途退職者等33名の退職者の補充を止め、人員削減を実施いたしました。 

(b) 10名程度の従業員の出向を実施しております。 

(c) 各部署の業務状況に基づき、一時帰休を行っております。 

③収益構造の改善 

(a) 営業体制及び営業活動の強化を図り、受注増を目指してまいります。 

(b) 業務の効率化を図り、工場の集約化を進めており、上西工場を本社へ統合し、工場跡地と不要設

備の売却及び廃棄を前連結会計年度までに実施いたしました。今後につきましても、設備の集約化

等を実施してまいります。 

(c) 経営の効率化を図り、組織体制及び人員配置の大幅な見直しを実施してまいります。 

(d) 不採算製品の廃止等による在庫管理コストの削減を実施してまいります。 

(e) 材料費、加工費、生産工程等の見直しを図り、製造原価の削減を実施してまいります。 

  

 以上の施策を実施するとともに、今後も引き続き有効と考えられる施策については、積極的に実施し

てまいります。また、今後必要となる運転資金については、主力金融機関に対して、協力・支援要請を

行い、ご検討を進めていただいております。 

 しかし、これらの対応策を実施してもなお、今後の売上高の回復は確実視できるものではなく、売上

高の回復如何が資金計画に重要な影響を与えることから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不

確実性が認められます。 

 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不

確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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